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えるほど緩やかな変化だったのです。⾔葉を代えれば、近代における⼈⼝の変化はそれほど激しい
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� 出⽣率と⼈⼝増加�

よく知られている数字に合計特殊出⽣率（�����tu�A5��� ��� � �C� を切った���

 "���>く新聞の紙⾯に掲載されています。⼥性⼀⼈で⼦¡B���%���[tu�k¢�
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0込みが⼊りそうですが、ここではその議論は⽌めておきましょう。�
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⽣物としてのヒトの場合、これは⾃然の摂理としかい"/1

ようなのですが、⾃然状態では男児の⽅が⼥児よりも若⼲多

く⽣まれてきます。しかし男児の死亡率�©が⾼く、男⼥の
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���� �»0(¼½�A5��u�ある年における¾¿な年齢の⼥性の出⽣率を合計したÀ:��

⽣率になります。その意味では�年齢構造の違いによる⼥性⼈⼝の差などは反映されません。&�

��·¸¹1�)oÁ���6�µ¶ÂA ��� �Ã�(�� ⼈の⼥性が初潮から閉経までの

再⽣産年齢において何⼈の⼦どもを持つかということを完結出⽣⼒といいます。�
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⾃然状態で⼀切の避妊を⾏わなかった場合の完結出⽣⼒が、⼈間が持�平均的な出⽣能⼒というこ
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宗教的な理由で避妊と中絶を拒否した場合の実例から算出された数字です。�
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¤A%�!"%��⼈⼝増加率換算で �％以上という激烈な増加率となります。いずれにしても�

このような増加率ではあっという間に地域の⼈⼝扶養⼒を⾷いつぶしてしまう�½�� ����

⻑期的に維持することはできません。�
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この増加率をほぼゼロにするために、安定した社会では�社会的な制度として⼈⼝抑制が組み込ま

$(1�>?�A�5⽇本の事例であれば、��([婚外⼦を社会的に認めない中で、⻑⼦にしか

結婚を認めない制度や、適齢期にある⼥性を都市�Þß��A&��àá[�A��10�&�

が⾏われていました。j#��âã[���äå��A�#�感染症の流⾏の影響を受けやすく�
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⽇本の江⼾期においても�Ý���万⼈程度の⼈⼝規模になってからはほとんど⼈⼝規模が停⽌して
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é マルサスの懸念�
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学の進歩によって減少した死亡率が⽣み出した⼈⼝増加への対処から始まりました。マルサスの有

名な懸念、���[ñòj$/�$Lóôõdn�� A%��⽣活資源（⾷料）はö÷õdn�
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この⼈⼝増加を⼈⼝転換という点から⾒てみましょう。⼈⼝転換理論では、多産多死状態から多産

�²µ¶H(少産少死へと移⾏し、⼈⼝は安定化すると考えてきました。そしてその転換は、出
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強兵の掛け声のもと、皆婚制度とでも⾔うべき状態が⽣まれ、出⽣が急増しました。&$� "(

近代医学も導⼊され、イギリス流の公衆衛⽣も導⼊されたことで、死亡率、おそらく乳児・幼児の

死亡率が急減したと考えられます。�
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またはイギリスなどの例に⾒られるように産業⾰命と軌を⼀にした⽣産⼒の増加が⼈⼝の⽣産⼒

B��ë���などのさまざまな条件があったようです。ただ論じだすときりがなくなるので�&
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e1��A��'$#�v&では感染症などの死亡率、とくに乳児死亡率の⾼さが⼈⼝増加を相殺
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たのでしょう。ただこの分野に関する研究はまだ⼗分に⾏われていないと思います。�
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の⽼後はかなり悲惨なことになり
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せないのです。国⺠皆保険を達成し、

社会保障制度が発達した今の⽇本ですら、⾼齢化社会の⼀つの⼤きな問題は、⾼齢者が将来に対す

る不安を感じ�'�;"��(⾦融資産を抱え込み、<¤�H=>?�@#/1&��t%�=1

ます。不安というものは常に過剰な防衛に⼈を⾛らせるのですが、社会保障�/1íî�t$L�
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$L�6�$(f%⼦どもがきちんと育つということが親に理解されれば、出⽣数は減ってきます。
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いことが近代の⼈⼝増加を作り出しました。そして出⽣の転換が起これば、これで出⽣率は単純再

⽣産程度に落ち着き、めでたし、めでたし、のはずでした（出⽣ ��5�
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�[�6�����z��1(!"(1���

�?5�

�

'�(���1�����0(�"(1%&��ÃA%Ã®/�¯'$�B��z�ÃA%Ã®

/�¯�1?�1�°"(1��1�@1�A5�

j±�� ²��


